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薬学部に、 新設の医学部が加わり、 医学、 薬学の一体化と西洋医薬学・和漢医薬学の融合
という設立理念の下、 昭和50年10月 1 日に富山医科薬科大学は誕生いたしました。 誕生に
あたりましては、 永井道雄文部大臣をはじめ、 地元富山県の中田幸吉知事、 各地方自治体、
財界、 医学・薬学をはじめとする諸関係 団体等の方々から、 筆舌に尽 く しがたい御支援・
御協力を頂いたと承っております。
爾来、 教育・研究・診療の組織の充実といたしましては、 昭和53年に和漢薬研究所、 昭
和54年に附属病院、 平成5 年には医学部の看護学科の新設など、 着実な発展を遂げてまい
りました。
また、 開学以来、 教育面では、 諸先輩方の御尽力に依りまして、 学部学生約6， 000名、
修士・博士の学位取得者約2， 000名を世に送り出し、 これらの人材の中にはすでに母校だ
けでな く 、 他大学や外国の教授、 あるいは富山県内はもとより県外医療の指導者・担い手
として大いに活躍しております。 他方、 研究面におきましても、 諸先輩方が築いてこられ
た礎のお陰に依りまして、 最近の成果といたしまして、 文部科学省の21世紀COEプログ
ラム課題 「東洋の知に立脚した個の医療の創生」ゃ知的クラスター事業 「とやま医薬バイ

























最後になりましたが、 本日、 御出席を賜りました御来賓の方々におかれましては、 新富






富山県知事 石 井 Iè久 ‘腔色 一一

















富山県民にとって大変大切な宝物であると言えると思います。 私は、 このことは、 小野学















ご承知のとおり、 この10月 1 日に医科薬科大学は、 富山大学、 高岡短期大学と一緒に
なって、 新しい富山大学になられるわけですけれども、 是非この富山医科薬科大学がこれ
まで積み重ねてこられました良き伝統を新しい富山大学の中でも大いに発樺していただい


















私は、 創立当初 からドイツ語の担当の非常勤講師として、 医科薬科大学の教育の一隅を
担って参りましたが、 もう30年たったということが信じられない思いでおります。 当時、
造成されたばかりのキャンパスでは、 周りに「マムシに注意」という立て札が立っており
ました。 また、 学生達は、 新設の大学で、 将来を夢見て目を輝かせておりました。 それだ
けに、 私は、 週ーの医科薬科大学へ出かけるのが楽しみであったのを記憶しております。
あるとき、 私の帰り道で、 電車の中で、向かい合わせて座った医薬大の新入生が、 鞄の上
にドイツ語の辞書を置いて、 誇らしげに座っていたのを、 微笑ましく眺めたのを思い出し
ております。 その当時の何人かは、 もう教授として母校で教育と研究に携わっておいで、に
なります。 また、 全く偶然ですが、 ちょうど昨日、 その当時の学生の一人から、 先日、 ギ
リシャのアテネで行われた学会に参加したと、 その時のお土産といって、 オリーブ油など
を送って頂きました。 改めて、 30年という年月を感慨深く思い出したところであります。
さて、 本日は創立30周年記念式典ですが、 30年というと、 一応、 一つの世代と言うこと
になります。 英語で言うと generationですが、 私のようにヨーロッパの文学を専門にし
ている者にすぐ連想されるのが、 いわゆるLost Generationです。 これは、 失われた世代、
失われた30年という意味ですが、 こう言うと、 10月に統合する医薬大にとって、 何か妙な




ますが、 この失われた世代というのは、 現在のアメリカの文学史の中で、 一つの章として、
燦然と光り輝いております。 一寸、 例えは違ったかもしれませんが、 30年と聞いて、 すぐ
連想したことを、 述べさせていただきました。


















本日、 ここに、 富山医科薬科大学が開学30周年の記念すべき日を迎えられたことに、 心
からお慶び、申し上げます。




また、 平成5年には新設医科大学として初 めて医学部に看護学科を設置するなど、 医学、
薬学、 看護の医療の三本柱を基盤とした教育・研究・医療の中心的存在として、 また、 21
世紀COEプログラムの研究拠点として採択され、 着々とその成果を挙げられるなど、 各
方面から高い評価を受けておられます。
これもひとえに、 小野学長をはじめとする、 歴代の学長、 部局長、 ならびに教員や事務
職員など多くの関係者の並々ならぬご尽力のたまものであり、 深く敬意を表するものであ
ります。
近年、 大学を取り巻く社会環境は大きく変わり、 学術研究の急速な進歩、 高齢化社会へ
の対応、 医療に対する国民の要望等、 以前にも増して、 人間性豊かで、地域社会に根ざした
医療人の養成が求められております。




のある人材を育成し、 地域と国際社会に貢献するとともに、 科学、 芸術文化と人聞社会の
調和 的発展に寄与する」という高い理念を掲げています。 それゆえに、 新富山大学の中核




















として、 着実に内部諸機関の充実に努力されてきました。 特に、 開学と同時に和漢診療部
を設置するなど東西医学融合・発展というユニークかつ特色ある理念のもと、 質の高い教
育・研究が行われ、 本県の保健医療の中核として、 また、 先端医療の場として大きく寄与
されているところであります。 更に医療を支える優秀な看護職員の養成・確保が極めて重
要な課題となってきている時期において、 平成5 年に医学部看護学科を設置し、 今日大き
く発展を遂げておられますことは、 ひとえに歴代の学長先生をはじめ、 関係の皆様方の格
段のご努力の賜物と、 深く敬意を表する次第であります。
現在、 医療は大きな転換期を迎えております。 医療全体が患者さん中心に移行し、 医療
機関の機能分化がより明確化されたことにより病院・診療所の連携が強く求められるよう





























その後、 国の方針としてー県一医科大学構想が打ち出され、 昭和50年、 伝統ある薬学部と
和漢薬研究所が富山大学から分離し、 新設の医学部とともに新しく富山医科薬科大学が開





開学30年間、 その聞に多くの卒業生を世に輩出され、 それぞれの分野で活躍され、 社会
に貢献されましたことは、 誠に喜ばしいことであります。
一方、 科学技術の進歩や社会のニーズにより、 私達を取り巻く社会環境は大きく変わろ





薬学教育 6年制によって、 より質の高い薬剤師の誕生を期待すると同時に、 医療人として






















クな貴学が、 本年 度10 月に再編統合し、 新しい











す。 大学でございますから、 まず、 はじめに教
育のことをお話ししたいと思います。
2. What should I do with my life ? 
What should 1 do with my life ? これは我





と っ て は、 自 分 に あ っ た 天職 (英語 で call­
ing) を見つけるかということはたいへん大切
なことです。この本では、 what should 1 do with 
my life?という問いかけを、 何十人かの人に
インタビューし、 その答えをまとめています。








我々の人間の能力は、 遺伝情報 (天性、 持っ
て生まれたタレント) と遺伝外の情報 (育成さ




















































に、「 山路を登りながら、 こう考えた。 知に働
けば、 角が立つ、」という名文があります。 こ
の知とは、 理性です。 更に「情に梓させば、 流
される。 意地を通せば、 窮屈だ。 とかく、 人の
世は住みにくい。」と続きますが、 ここに情即
ち感情、 という言葉が出てきます。 それから意
































































































































































つ目は、 人間のための知識です。 医 ・ 歯 ・ 薬学、
健康 科学、 生命科学、 生活科学、 スポーツ科学、
情報メディアや、 演劇などの人文科学といった
知識です。 それから四つ目は、 人類生存のため

















二つあると、 私は思います。 一つはCO SMO S
という言葉と、 もう一つは L IFEという言葉で

















にある法則を見いだそうとして、 その Simpl ic­
ityを追求する。 法則は案外シンプルなもので
す。 物理 ・ 化学現象は、 概して因果関係が明白
です。 数理解析の方法論が確立されているだけ
に理解し易いと言えるでしょう。 これに対し生





















































If I have been able to see farther than oth­
ers， (自分が他の人よりも遠くを見ることがで
きるとするならば、) it was because I stood on 












































































































先ほど申しました、 還元主義 ( reductionism)
























































そこで、 S uperl atticeというものの研究を始
めました。 青年期のソニーでもかなりいい待遇
でしたが、 当時は、 大学卒業、 新卒の月給とい
うのは1 万5 ，000 円とか2 万円でしたが私は3
万円ぐら い (ド ル に し ま す と、 100 ド ルぐら






































獲得し、 それを解析、 理解、 判断、 選択する能
力です。 学ぶという教育課程で養成され、 これ
はよくわかりませんが、 主として左の脳に依存























るとしますと、 その交点は45 歳です。 これは自
然科学の分野でノーベル賞をもらった人にいろ
いろ聞いたわけですが、 ほとんどの人は45 歳以





































なトーマス ・ ジェファーソンの言葉に、II like 
the dreams of the future better than the his­










































































ちに知られました。 実は、 58 年に私がやりまし






























1956 年にノーベル賞をとっておられます。 58 年
に、 この講演を彼がやったわけです。 この講演
タイトル、 みなさん興味あるかどうかわかりま
せんが、 訳しますと、 結晶物質、 エレクトロニ
クスと人類の自然征服という具合に、 自然征服
という言葉が入っています。 今では、 C onquest
of Natureなどと言ったら叱られるわけですが、


















れた言葉は、 The most beautiful demonstration 
of the Zener e狂ect so far achieved is pre­


















す。 ともかくこのベルと い う の は、 Alexan-
記 念講演
23 


















る研究を行いました。 日本でも Do目It-Y ourself 









































ス的な面は day science、 パトス的な面を night
sClenceとこう言われる場合があります。 両方













す。 私の「エサキ ・ トンネルダイオード」の発




2 番目は、 権威といわれるもの、 別の言葉で

























5 番目は、 これは当然のことですが、 若さの
シンボルである好奇心、 初々しい感d性を失って
はいけません。
もっともこの五つの条件は、 決して成功への
十分条件で、はありません。 単なる必要条件に過
ぎないということを申し添えまして、 私の話を
終わりたいと思います。 ご静聴ありがとうござ
いました。
